
古代仙台平野における鉄生産活動について

－宮城県柏木遺跡検出竪形炉の再検討を通して－

Abstract
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図 1　本稿で扱った遺跡の所在と砂鉄の採取場所
国土地理院承認平14総複第149号（2002）を基に作成．



表１　本稿で扱った竪形炉の概要
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図２　柏木遺跡出土竪形炉の実測図

　　　発掘調査報告書（多賀城市埋文 前掲）を基に作成 .
　　　a1：全体平面図，b1：3号竪形炉縦断面図，c1：3号竪形炉立面図 .
　　　a1 の実線内に竪形炉，波線部に斜面上部施設，二重線に斜面下部施設が設置 .
　　　b1・c1：それぞれ a1 の X-X' 断面図と Y-Y' の立面図 . 縮尺は同じ .

号竪形炉縦断面図（X-X'） 号竪形炉立面図（Y-Y'）
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図 3　柏木遺跡出土羽口の外観と実測図

実測図は発掘調査報告書（多賀城市埋文 前掲）を基に作成 .



3－1　調査資料の概要

表２　分析した柏木遺跡関連資料

　　表３　分析した宮古市製鉄実験資料



表４　No.1 ～ 7に混在する化合物のEPMAによる定量分析結果



4－1　設備材の調査結果

4－2　鉄塊系資料の調査結果

4－3　菖蒲田浜砂鉄の調査結果

5－1　鉄塊の素材となった地金の組成
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図 4　No.1 の組織観察結果

　　　a1：外観の矢印は試料摘出位置 .　b1：マクロ組織．c1・d1・e1：それぞれマクロ組織領域（Reg.1-3）内部の
EPMAによる反射電子像（BEI）．c2・e2：それぞれ c1・e1 に含有される元素濃度分布のEPMAによるカラー
マップ（グレー表示）．IO＝酸化鉄粒子，XT＝鉄チタン酸化物，Gℓ＝ガラス質ケイ酸塩，Qtz ＝石英 .
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図 5　No.2・3の組織観察結果

　　　a1-3：それぞれNo.2 の外面，断面，内面の外観．矢印は試料摘出位置．b1：No.2 のマクロ組織．　　
c1・d1：それぞれ b1 内部（領域Reg.1・2）の EPMAによる反射電子像（BEI）.

　　　c2・e2：それぞれ c1 および d1 の枠内部，e1：No.3 のマクロ組織．Sa1 は内面の黒褐色層，Sa2 は外面
の粘土状物質．Tmag ＝チタン磁鉄鉱，Iℓ＝イルメナイト，Fa＝鉄かんらん石，Gℓ＝ガラス質ケイ酸塩，
Qtz= 石英．
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図 6　No.4 の組織観察結果

　　　a1：外観の矢印は試料摘出位置 .　b1：マクロエッチング組織 .　c1・2：マクロエッチング組織領域（Reg.1・2）
内部のミクロエッチング組織 .　d1・e1：それぞれのEPMAによる反射電子像（BEI）.　d2：d1 枠内部に含
有される元素濃度分布のEPMAによるカラーマップ（グレー表示）. Ｌ＝レーデブライト，PCm＝初析セ
メンタイト，Cm＝セメンタイト，XT＝Fe-Mg-Si-O系化合物，Gℓ＝ガラス質ケイ酸塩.
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図 7　No.5 ～ 7の外観と組織観察結果

　　　外観の矢印は試料摘出位置．ミクロエッチング組織はマクロエッチング組織の枠内部．エッチングはナイ
タールによる．混在する化合物はEPMAにより分析．No.6 は FeSPの含有元素濃度分布のカラーマップ
（グレー表示）．G＝片状黒鉛，Iℓ＝イルメナイト，Fa＝鉄かんらん石，Gℓ＝ガラス質ケイ酸塩.



5－2　鉄関連資料の三成分比に基づく分類の有効性確

認
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図 8　製鉄実験風景と調査資料の組織観察結果

　　　a1-3：実験風景．b1：調査資料の外観．矢印は試料摘出位置．c1：組織観察結果．ミクロエッチング組織
はマクロエッチング組織の枠内部．エッチングはナイタールによる．



図 9　製鉄実験資料に含有されるCu，Ni，Co 三成分比の関係

　　　番号（No.）は表 3に対応 .
　　　Co＊＝（mass%Co）/（mass%Ni）.　Cu＊＝（mass%Cu）/（mass%Ni）.
　　　No.12・13を除く9試料は，いずれもCuが検出限界以下であったため，
　　　Cuを0.0001としてCu/Niを求め、プロットした。
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5－3　柏木遺跡出土鉄塊の分類

5－4　設備材の調査結果から推定される柏木遺跡竪

形炉の機能



図 10　No.4 ～ 10に含有されるCu，Ni，Co，三成分比の関係

番号（No.）は表 2に対応 .
Co＊＝（mass%Co）/（mass%Ni）.　Cu＊＝（mass%Cu）/（mass%Ni）.
Ni＊＊＝（mass%Ni）/（mass%Co）.　Cu＊＊＝（mass%Cu）/（mass%Co）.
No.8mcを除く6試料は，いずれもCuが検出限界以下であったため，
Cuを0.0001としてCu/Niを求め，プロットした。
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5－5　武井･金沢両製鉄遺跡群検出竪形炉跡との比較
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図 11　武井 ･金沢両製鉄遺跡群出土竪形炉と出土羽口の実測図
各遺跡の発掘調査報告書（福島県教委 1989･1991）を基に作成．

ａ：武井地区向田A遺跡2号炉，ｂ：金沢地区長瀞遺跡10号炉
a1･b1：平面図．実線内に竪形炉，波線部に斜面上部施設，二重線に斜面上部施設が設置．　　
a2･b2：それぞれ a1，b1 の X-X’の断面図． a3･b3：それぞれ a1，b1 の Y-Y’の断面図．
a4･b4：それぞれ炉跡に共伴する羽口の実測図．
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